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大学生アスリートの就職活動の心理的要因について
―一般学生と比較して―
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問題と目的

近年 大学スポーツの興隆に伴いスポーツを利用

した大学入試が増加している。現在 全国で

の大学がスポーツ推薦入試を実施していると報告

されており 旺文社 学業の傍ら競技活動に

取り組む大学生アスリートが増加している。

一方で 大学生アスリートが直面する様々な課題

に関する議論も尽きない。大学スポーツ協会

（ ）設立構想段階から大学生アスリートの学

業について多く議論されているにも関わらず 具

体的な支援については各大学に丸投げされている

と指摘されている（中村 ）。さらに 大学卒業

後も競技に関わることのできる者は一部であるこ

とから 大学卒業後のキャリア選択 就職活動にも

取り組まなければいけない。日本ではこれまでアス

リートのセカンドキャリア・デュアルキャリアの必

要性についても指摘されており 大学生アスリート

のデュアルキャリア支援も必要である。しかし，大

学生アスリートのキャリアに関する研究はごくわ

ずかであり 一般学生との比較を通してその特徴を

明らかにした研究はわずかである。

そこで本研究の目的は  大学に所属しながら競

技スポーツに取り組む大学生アスリートの進路選

択に関する特徴を，一般学生と比較し明らかにする

ことである。

方 法

調査対象者

本研究では 中国地方および東海地方にある 大

学に所属する 年生を対象とし，オンラインによ

るアンケート調査を行った。

尺度

アンケートは（ ）個人属性（ ）就職活動に関す

る項目 （ ）進路選択に対する自己効力感（安達

）（ ）進路選択に対する結果期待（安達 ）

によって構成されている。

結果と考察

大学生アスリートと一般学生の進路選択に対する

自己効力感 結果期待の差

に，大学生アスリートと一般学生の進

路選択に対する自己効力感 結果期待の差を明らか

にするために行った 検定の結果を示す。その結

果 大学生アスリートは一般学生と比べ有意に低い

結果期待を持つことが明らかとなった（

）。

大学生アスリートと一般学生の進路選択

に対する自己効力感 結果期待の差

大学生アスリートと一般学生の就職活動経験有無

大学生アスリートと一般学生の就職活動経験の

有無を比較するために行ったχ 検定の結果 企

業説明会（χ ） 就職セミナー（

χ ） インターンシップ（χ
） 項目において いずれも大学生

アスリートの参加経験が有意に少ないことが明ら

かとなった。

以上 つの検定結果から 大学生アスリートは学

校生活の多くの時間をトレーニングなどの競技活

動に費やしており 就職活動など競技以外の活動に

関心が向いていないことが原因として考えられる。

実際に 大学生アスリートの大学生活について 競

技活動が勉強 プライベートを上回っていることが

明らかとなっている（古谷・粟木 ）。そのよう

な大学生活において 競技を上回る他の活動に価値

を見いだせていないこと それにより就職活動に十

分な時間を確保する努力がなされていないことが

考えられる。

本研究により 今後大学における競技活動や 大

学生アスリートに対するキャリア支援をより一層

考えていく必要があると示唆された。
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